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Ａ．研究目的 
 全国がん登録の情報には、医療機関の受診者に

関する機密情報が含まれており、がん登録情報を

用いた調査研究を行う際に、匿名化データからの

機密情報が外部に漏洩しないような安全性の担保

が必要である。現在、匿名化データの代表的な安全

性指標として、k-匿名性および、その派生指標が多

く提案されているが、がん登録情報に対して具体

的にどの手法を選択すべきかその要件は明らかで

ない。本研究では、匿名データにおける安全性と有

用性の適切なバランスを実現する匿名化手法の確

立を目指す。 

Ｂ．研究方法 

 医療系ミクロデータであるがん登録情報を対象

に地域情報の匿名化を柔軟に行う匿名化アルゴリ

ズムを開発し、その有用性に関する実証的評価を

行った。具体的には、がん登録情報の地域情報に国

土交通省の位置参照情報を結合し、地域の位置座

標に基づき地域領域を柔軟に分割する匿名化アル

ゴリズムの開発を行った。この提案手法の有効性

を示すため、従来の地域レベルの調整による匿名

化アルゴリズムも合わせて実装し、匿名処理で生

成されるグループ間の均一性を有用性の指標とし

て両者の比較を実証的に行った。 

Ｃ．研究結果 

 今回の提案手法をがん登録情報の住所情報に適

用したところ、既存の地域レベルを調整する匿名

化アルゴリズムと比較して、グループ間の均一性

を定量化する Discenability 指標において、5%か

ら 16%の改善が確認された。また同一グループに含

まれる地域情報の隣接性についても従来手法の結

果に比べて際立った改善が実現できることが示さ

れた。 

E. 結論

位置座標を利用する匿名データのグループ化処

理において、生成されたグループの粒度が、地域レ

ベルの一般化階層に基づく一般化処理よりもより

均一性が実現できることが示された。 
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研究要旨: がん登録情報に含まれる地域情報を位置座標に基づき、再帰的に分割する新規匿名化手法を開発

した。提案された方法は、地理情報の粒度を柔軟に調整し、k-匿名化のためのレコードのグループが、従来の

一般化手法よりもはるかに均一化できることを実証的に示した。 


